
芦屋市の地域福祉における

目標

福祉のまちづくり委員会多機関協働推進委員会

専門機関間の連携・協働促進 各団体間（地縁・テーマ）の活動融合促進

専門職 住民協働

好きなこと（興味・関心）にもとづく地域づくり

＜テーマ型のプラットフォーム＞

ボランティア 防犯・防災 教育 まちおこし 環境

地域の関係性に根ざした中間組織（地域の基盤となる組織）

＜地縁型＞

地区福祉委員会、自治会、コミスク など

ゆるやかに交差する開かれたテーブル

①フラットな関係 ②相互理解・交流 ③学び合い ④悩みの共有
⑤話し合い ⑥コラボレーション

孤立しない・させないまちづくり（地域での多世代・多文化共生→地域共生社会）大目標

孤立をなくす中目標

団体間の
つながり

団体間の
つながり

地縁型とテーマ型の
つながり

専門職×テーマ型

住民や地域と
孤立している人との関わり

専門職×地縁型

社会的孤立

一般の人・つながれない人
生きづらさを抱える人 役割・出番のある暮らしへ

社会参加

様
々
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野
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専門職による支援

連携によるサポート

事前資料２



芦屋市の地域福祉における

目標に向けて

Ⅰ孤立している人と、

テーマ型の活動や地縁型の活動は、

どうつながれるか？

【孤立×テーマ型、孤立×地縁型】

Ⅱ孤立している人をめぐって、

テーマ型と地縁型は、

どう関わっていけるか？

【孤立←テーマ型×地縁型】

Ⅲ孤立している深刻な人をサポートするために

Ⅲ-①テーマ型と専門職が、どのように連携できるか？

Ⅲ-②地縁型（地域）と専門職が、どのように協働して、受け止めるか？

これからの福祉のまちづくり委員会で、考えていきたいこと

【 ターゲットは「孤立」 】
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